
本実施計画に係る全体の企画・調整や、各補助事業に係る指導等は以下の担当課が行う。
主な担当課：役割

・教育委員会生涯学習課：各補助事業における文化財の取扱等に関する指導・調整等
・都市計画課・農林課：景観保護等に関する連携等
・商工観光課：観光業務に関する連携等

また、北秋田市文化遺産保存活用実行委員会（委員長：木村正彦）が各事業を実施する。
⇒構成団体（北秋田市文化財保護団体連絡協議会、鷹巣地方史研究会、合川地方史研究会、合川文化財保護協

会、秋田県文化財保護協会阿仁支部、北秋田市芸術文化協会、阿仁合駅周辺活性化実行委員会、合川駅前地域活性
化協議会、鷹巣地方史研究会、森吉歴史研究会、おさるべ元気くらぶ、北秋田市阿仁地区猟友会、北秋田市教育委
員会、各民俗芸能団体その他各地域街づくり団体等随時参加）

～平成28年度交付決定額： 1,351 千円 平成29年度申請額： 1,174 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

33 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

本計画を実施することにより、市民の文化遺産に対する関心や意識を向上するための普及啓発と、同様に特に若
者を対象とした次世代への確実な継承へと繋げることができる。

また、文化財保護団体やまちづくり団体、行政が連携・協力しながら広く文化遺産を整備、保存、活用していく
ことで、文化遺産を地域の活性化や新たな観光客の増加が期待できる。

歴史文化基本構想は平成23年度に策定済みである。
歴史的風致維持向上計画については、歴史文化基本構想にもその計画策定を目指すと記載しているが、当面は策定
に向けた体制づくり・調整を行っていく。

地方公共団体
担当部局課

北秋田市教育委員会生涯学習課（文化係）

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

北秋田市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

北秋田市の文化遺産総合活用推進計画

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

 北秋田市歴史文化基本構想（平成23年作成、平成27年改訂）を踏まえ、北秋田市の文化遺産を活用しながら発信・
地域の活性化・観光振興などへの取り組みを推進するため、下記の取り組みを実施する。
 また、歴史文化基本構想自体は特に終期を定めていないが、今回の本実施計画においては実施期間を平成29年度か
ら平成33年度までの5年間と設定し、事業を実施していく。

地域文化遺産活性化

平成 29 年度 ～ 平成

事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

様式１－１



年度

人 人 人 人 人 人

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

29 年度 4,100 人 ⇒ 平成 33

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の文化遺産への来場者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 文化財を訪れた入込客数 関連事業: ①、④

年度 4,266 人目標値１： 平成

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分２： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分２：

年度

地域の文化遺産関係資料館、博物館等の年間入館者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 伊勢堂岱遺跡縄文館を訪れた入込客数 関連事業: ②、③

目標値２： 平成 29 年度 10,000 人 ⇒ 平成 33 年度 11,000 人

人

設定根拠２： 5年後の入込客数を10％増と見込み設定

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

人 人人 人 人

設定根拠１： 平成27年度の北秋田市観光入込客数の伸び率1.01を参考として、毎年度伸び率1.01倍と設定

様式１－１別紙①



人 人 人

30 年度 平成 31 年度

人 人 人

年度 平成 34 年度平成

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 10,000 人 ⇒

～ 平成 33 年度

事業概要：
伊勢堂岱遺跡及びガイダンス施設の案内を行うジュニアボランティアによる、世界遺産登録に向
けた普及啓発のためのシンポジウムを開催する。

事業区分： 普及啓発

人人 人 人人 人

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： ジュニアボランティアを利用した入込客数

目標値： 平成 29 年度 300 人人 ⇒ 平成 33 年度 330

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 33 年度 平成 34 年度31 年度 平成 32 年度 平成

人 人 人人 人 人

～ 平成 33 年度

事業概要：
世界遺産登録を目指す伊勢堂岱遺跡において、小中高生のジュニアボランティアによる案内を行
うことで、地元の誇る遺跡の次世代への継承を促しながら、地域の盛り上がりと観光振興を図
る。

事業②： 伊勢堂岱遺跡普及啓発事業 実施団体： 鷹巣地方史研究会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 33 年度 平成 34 年度31 年度 平成 32 年度 平成

～ 平成 29 年度

事業概要：
北秋田市内にある文化遺産のうち、見学に訪れるお客様が多く、地域振興や観光振興に資すると
思われるものに対して優先的に案内板等を設置し、外国人観光者向けとして多言語版としても整
備する。

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 29 年度

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 案内板等を設置した文化遺産を訪れた入込客数

目標値： 平成 29 年度 4,100 人人 ⇒ 平成 33 年度 4,266

目標値：

・その他 （具体的な指標は次のとおり）評価指標区分：

事業③： 伊勢堂岱遺跡ジュニアシンポジウム 実施団体： 鷹巣地方史研究会

事業期間： 平成 29 年度

平成 33 年度 11,000 人

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 文化遺産案内板等設置事業 実施団体： 北秋田市文化遺産保存活用実行委員会

32 年度 平成 33平成 29 年度 平成

具体的な指標： 伊勢堂岱遺跡縄文館の年間入館者数

様式１－１別紙②



人人 人 人人 人

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 保存会等の会員数

目標値： 平成 29 年度 15 人人 ⇒ 平成 33 年度 20

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 33 年度 平成 34 年度31 年度 平成 32 年度 平成

～ 平成 33 年度

事業概要：
地域の肝煎であった長岐邸に保存していた古文書を調査した内容から、その歴史や地域との関わ
り、時代背景や暮らしといったものを長岐邸を活用しながら学ぶ。

事業④： 長岐邸に関する古文書報告事業 実施団体： おさるべ元気くらぶ

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度


